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飼育水槽におけるヒラメの摂餌について

遠山忠次・庄司泰雅

摂餌量は、魚類の成長に関与する大きな要因であり、

魚体の健康状態、空腹状態、餌料の種類、水温、塩分

量等の内的，外的要因によって影響を受ける。魚を飼

育養成する場合、投餌量や成長量を求める上で、対象

魚種の摂餌生態を知ることは、重要な基礎的事項であ

る。

i毎産魚類の摂餌に関する生態学的研究は、サンマ、
1. 2) 

マサパについて堀田、 J プリ、サパについて畑中等
4. 5， 6) 

3) 、マサパ、メバルについて狩谷等、 }マアジ、

77グ、カワハギ、マサバ、マハ夕、イサキについて

石渡子16) の報告がある。ヒラメについては、中村等

17) が養成試騒(平均体重5549 )の中で餌付状態に
、19)

ついて、また安永'が人工ふ化した稚仔の摂餌生態に

ついて報告している。

著者等は、ヒラメの飼育養成に必要な基礎資料を得

る目的で、昭和50年度、 51年度種苗生産試験の結果得

られた個体を用い、摂餌に関連した予備的な実験を行

なったので、その結果を報告する。実験期間は、実験

1 が昭和50年11 月 12~22日、実験 2 は50年11月 25~12

月 5 日と、 51月 11月 20日、実験 31主51年10 月 31~52年

1 月 23 日、実験4 は50'1'11 月 25~27fjにそれそeれ実施

した。

実験 l 水槽へ収容替した場合の摂餌量の変化

飼育を続けていた水槽から、実験水僧へ供試魚を収

容替した場合、摂餌量は一時的でbはあるが、影響を受

けることが知られている。ヒラメについてはどのよう

に影響を受けるか、摂餌実験を進めるに当り、前もっ

て調べておく必嬰があるので、次の実験をf丁なった。

方法

昭和50年度種苗生産試験の結果得られた個体を、0.5

tパンライト水槽で、マイワシ肉片を餌料として、 3

ヶ月以上飼育した魚群の中から、 4尾耳I揚測定し、(全

長1 1. 3~13.2cm，体重15.0~24.3g ) 20e塩ビ製水槽

に1尾ずつ収容し、流水で、飼育した。注水量は2.0~ 

2.4e/minで行なった。餌料は冷凍保存したマイワシ

から、魚肉切片(長さ 5.5~10mm，幅 3~5mm，厚さ 3

~7mm) を作成し、海水中で解凍し、毎日 1 回定時

(午前10~11時)に投与した。

給餌は魚肉切片を30分関連続的に投与し、絵餌開始

から 1時間30分後に残餌を回収した。摂餌されないで

水槽底に残存した餌料は、残餌回収までに吸水し、重

量カ吋曽加するので残餌量を補正した。残餌量の補正は、

既知重量の餌料(A)を、実験水熔における投餌から残

餌回収までの時間と同じ時間海水に浸i責したのち、重

量(B)を測定し、各実験水槽における回収残餌重量×

ゲB =補正残餌量として求めた。 f長官耳量は、投餌量

補正残餌量-摂餌量として算出した。

結果

実験水構に収容直後から10日間における個体別摂餌量

および平均摂餌量の変化を表1、図lに示した。魚体

測定を行ない、水槽へ収容した直後は、いずれも摂餌

は認められなかった。収容後 18，2日経過するにし

たがい、摂餌量は増加lし、平均摂餌量は3日以降多少

の変動はみられるが安定してくる。このように長期間

良く飼いf貫らした魚体の場合は、水槽替、測定等の影

響は、比較的短日時になくなり、 3~4 日以上経過す

れば影響はないものと推定される。

したがって、以下実施する実験は、全て種苗生産試

験の結果得られた個体を 2~3 ヶ月以上飼育し、良く

飼い慣らして実験水槽へ収容後は、数十日~1 ヶ月、

測定後は3日以上経過させた条件下で行なった。餌料

は冷凍保存マイワシの肉切H'を用い、摂斜量は原則と

して残餌量を前述の方法で補正して求めた。
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図 1 水槽収容替後の平均摂餌量の変化
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表 11団体別摂餌量

No. 1 2 3 4 平均
供試魚

体重(g) 23.5 24.3 15.0 16.3 19.8 

飼育日数 水温化) 摂餌量(g) 摂餌量(g) 摂餌量(g) 摂餌量(g) 平均摂餌量(g)

。 24.8 。 。 。 。 。
1 24.8 1.14 2.06 0.52 0.40 1.03 

2 24.8 2.54 4.00 0.86 1.62 2.26 

3 24.8 3.53 4.08 1. 93 1.40 2.74 

4 24.8 3.83 4.33 2.00 1.47 2.91 

5 24.8 3.21 4.14 1. 55 1. 76 2.67 

6 24目8 4.55 4.55 2.08 0.80 3.00 

7 24.9 3.49 4.77 2.10 1.13 2.87 

8 24.4 5.07 4.94 1.85 1. 77 3.41 

9 24.2 4.30 3.92 2.85 1. 91 3.25 

10 24.3 4.43 3.91 2.12 1.56 3.01 

実験 2 投餌後の時間別摂餌量の変化

飼育水槽内でヒラメはどのような摂餌をするか、投

餌f去の単位時間当り摂餌量の変化を調べた。

れたら次の餌料片を投与し、餌料片が連続して 5~10

ケ摂餌されないで水槽底に沈降した時点で投餌をやめ

た。残餌は24時間後に回収し、投餌開始から24時間に

おける単位時間の摂餌量，残存館料片数を調べた。 3

区は餌料片を最初に全て投与し、投餌後2時間までの

摂餌状況を鋭察し、単位時間の残存餌料片数から摂餌

数を求め、餌料片の平均重量との積から摂餌量を算出

した。 1，2区は実験前日絶食させ、同一個体を用い

て同じ実験を 2回行なった。 3区は実験前3日間絶食

させて行なった。なお 1，2iR.l::3区は別々に行なっ

た実験であるがあわせて報告する。

方法

表2に示した体重9.6-149.5gの個体を用い、 500 

E および30e パンライト水槽に 5~6尾ずつ収容し、

実験前に飼育していた水温と同一水温で実験を行在っ

た。投餌は毎日 1図(午前11時)行ない、 1，2区は、

餌料片を個々に重量測定し、投与した餌料片が摂餌さ

表 2 f共試魚の大きさおよび飼育条件

収 容 全 長(吋

実験区
体

尾数 平均 範囲 平均

1 6 19.0 15.1-22.7 86.7 

2 6 19.3 16.3-23.3 90.9 

3 5 10.6 11.3-12.2 12.0 

重(g) 飼育 注水量 飼育

範囲 水槽 (e/min ) *~昆(c)

36.8~144.2 500 e 10 24目9-25.。
48.7ι149.5 500 e 10 19.9-20.。
9.6-14.9 30 e 0.97 19.8 



49 

結果 ~7.34%の値を示した。 2 区の第二回目実験では 6 時

24時間における摂餌量は表3に示したが、 1尾当り 閉までに残餌が無くなり、全て摂餌されたので正確に

の平均摂餌量は6.09~5.92g (1 [R) . 6.67~6.08g は24時間の摂餌量とはならない。

( 2区)、摂餌率(摂餌量/体重X100) では、 6.83

表3 投餌量および日間摂餌量

実験区 1 区

第一[Tl 第二[el

実験中水 ililt(C) 24.9~25.0 24.9 

J量 告l[ 量 (g) 50目85 39.43 

投与餌料切片数 60 50 

平均官l[料片重量(g) 0.85 0.79 

総 f畏 自l[ 量 ( g) 36.55 35.49 

総摂餌餌料片数 43 42 

1尾当り平均摂餌量(g) 6.09 5.92 

A句 。摂餌率(出) 7.02 6.83 

* 3 [5<.は投官lii査21時間における摂餌量

単位時間(1時間)における摂官I[量を、 24時間の疾

餌量に対する比率(%)でみた結果は図2に示した。

単位11寺問の摂餌量の変化は、 1，2 !;{共に第一回目と

あ二["[日の結果が良く一致してわり、投餌11月始後 1時

間が最も多く、 24時間にあ、ける摂餌量の65 .4~76.7%

3~4時間まで単位H寺問の摂餅量は減少し、 2 区で 5

時間目にや、増加し、 1!2{と異なる結果を示した。し

かし、全体的には時間の経過にしたがい、減少する傾

向を示し、 8 時間以降はほとんど摂餌占、r~J，められない。

投能後 2 時間までに総摂餌量の80~90%近くが摂餌

されるので、この間の状況を 5分間ごとの単佼I時間摂

餌量で詳しくみると、図3に示したように在る。(1 . 

2区は第二回目の実験結果)活発な摂餌行部jが認めら

れるのは投餌開始5~10分間で、その後は摂餌量は減

少し、 20~25分間までは時々 d 憎底に残餅が出現 t る

が、比較的連続した摂餌が行なわれる。 30~50分間で

累積摂餌量は一定の値(1区"'3.36g/尾 2区・

3.47 9 /尾、 3[互'''1.17g/尾)になり、 見飽食に

達したようにみえる。しかし、その後20~30分して水

2 区
3 IZ 

第一回 第二回

19.9~20.。 19.9 19.8 

52.34 36.50 9.31 

60 50 70 

。目87 0.73 。目13

40.02 36.50 6.65 

46 50 46 

6.67 6.08 1.33 

7.34 6.69 11.08 

1曹底の残餌をIVi続的に摂餌している。 hf初の 5分間に

おける摂餌量は、全自I[料を一度に投与した、め、単位

H寺市iの鰐料密度が尚〈、絶食時間も長かった 3区が2

11#聞における摂餌量の68%を示したのに対し、 1. 2 

vは 18.4~26.2%で美がみられた。 1. 2区と 3区で

はf!t試魚の大きさに差があるので、直接比較 jること

はlH来ないが、魚、wの大小よりも投与される告I[料密度，

絶食l時間等により投餌直後の摂餌長は変化してくるよ

うに思える。
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図2 摂餌量(1尾当り平均)の変化

・…は単位時間摂餌量、 0…は累積摂鰐量

を示す

実験 3 大きさと摂餌量の関係

適正な給餌を行なうことは、養成技術上重要な点で

あり、魚体の大きさに応ビた絵餌をするためには、各

大きさの摂餌量を把握しておく必要がある。

方法

{共試魚を大きさ)jIJに4段階に分けて、 30eパンライ

ト水槽および60e 塩ピ角型水槽に、 4~5 尾す、つ収容

し、 20
0

Cにセットした調温海水を約 1e/min (30e 

水槽)，および2e/min(60e水槽)注水し飼育した。蹴ヰ

は室温で解凍し、ノ、マーチェードを加え (0.39/魚体重、

kg) 、 1 日 1 固定時(午前1O~11時)に投与し、 1 時

間後に残餌を回収した。 51年10月 31 日 ~52年 1 月 23 日

の問、同一魚体を用いて、 11 日 ~20日間の飼育を数回

1区

3区

" 

。
投餌後経過時間(分)

図3 投餌後2時間における摂餌量(1箆当り平均)

の変化

・ -は単位時間摂餌量、 o…l土累積摂餌量

を示す

くりかえし、各期間の平均体重と平均日間摂餌量の関

係を求めた。

結果

20 日間飼育(水温19.6~22.00C 平均20.5
0

C) した結

果を表4，図4に示した。また各飼育期間の平均体重

と平均日間摂餌量の関係を図5に示した。

20日間飼育における 1尾当りの日間摂餌量は、無給

餌の 9 日目を除くと、 0.14~0.49g (1区)0.50 ~ 

1.409 (2区)， 0.33~2.58 9 (3区)， 1. 70~5.92 

9 (4区)の{直を示し、日間変動が比較的大きかった。

魚体が大きくなるにしたがい摂鍔量は培加を示し、そ

の変動幅は広がる傾向を示している。{共試魚の範囲

(平均体重3.36g~83.83g )では、 1尾当りの摂餌

総量は、 20 日間で5.22~72 目 34g を要し、 この間の増
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表4 大きさ別飼育結果

平 均 体重
摂餌

1尾当り平均
増肉 鰐料

実験区 尾数

開始時 終了B寺 増重量 総量 摂日餌量間 摂日餌間率 成日長間率 係数 転換効率

1 5 3.36. 5.89' 2.53. 26.10' 0.26 • 5.62% 2.73% 2.06 48.58% 

2 5 14.54 22.48 7.94 87.25 0.87 4.70 2.15 2.20 45.74 

3 5 27.33 41.45 14.12 152.70 1. 53 4.45 2.05 2.16 46.07 

4 4 83.83 110.20 26.37 289.36 3.62 3.73 1.36 2.74 36.46 
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図4 大きさ別飼育における摂餌量 (1尾当り平均)の変化

*9日目は各区共に無投餌

肉係数は2.06-2.74であった。平均体重と平均日間摂

餌量の関係は、体重の増加に比例して、ほゾ度線がjに

摂餌量!;l:増加する。しかし、摂餌率，日開成長率，餌

料転換効率は魚体が大きくなるにしたがい小さくなる

傾向を示した。

実験 4 排糞時間

魚体内に取りごまれた餌料は、胃，腸等の消化器管

を通り、消化吸収され体外に糞として排池される。餌

料の体内移動時間を知るため餌料が糞として体外に排

撤されるまでの時間を調べた。

方法

十分飼い慣らした全長13.08-16.05cm，体重24.8-

45.59の{固体を4尾用い、 20e塩ピ水槽へ各々 1尾ず

つ収容し、注水量240-250cC/mi n で、実験開始前3

日間絶食させて行なった。餌料はマイワシ肉切片を投

与し、 1時間摂餌させた後残餌を回収し、 48時間の関

水中に排i世された糞を、 1時間ごとにサイホンで採集

し、乾燥重量を求めた。

結果

48時間(水温23.5~24.tC )における個体別採糞量
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を表 5に示した。個体別総採集糞量は12.5-34.9mg

• (乾燥重量)であり、摂餌量の多い個体が、かならず

しも排糞量が多い結果を示さなかった。

• 単位時間(1時間)の排糞量は図6に示したが、最

初のjjj;糞は、摂餌後 6~11時間の関に観察され、その

後 2~16時間経過した時点で次の排糞が行なわれる。
3 • No.1-No.3の個体は類似した排池傾向を示し、排糞量• 

が多かったのは、摂餌後10-14時間と25-26時間で、
loJ 約 1日経過した26時間までに採集糞量の71.3-78.5%
11 がf非社監されている。
IfU 最初に摂餌させ、その後投餌をしない場合は、体内
摂 2

に取りこまれた餌料は消化吸収され、ある時間に連続
NI 

して 1度に排池されるのではなく、 6-34時間以上の
ht • 長時間にわたって、断続的に数回に分けて体外に糞と
(g 1 

して排池される。• 

• 
• 考 察• 

魚群の慣れと摂餌量の関係について、堀田 11はサン

• マを網生箕に放養し、石渡8)はマアジ等を水槽に放養

• し:最初餌付きが悪いが、以後毎日の飽食量カ苛酎日しー
• 

定量に達することを示した。中村等17)はヒラメを餌付。。 20 40 60 80 100 120 
するまでに10-20日を要している。これらは漁獲され

l' J~J H 重 (g) 
た魚群についての結果である。長期間良〈飼い僚らし

図5 魚体の大きさと摂餌量の関係 た場合は、石渡は池換えの影響は一時的でト、 1日以上

(凶 1、2、3区は30e水繕， 4区は60eノ'Kj曹にて飼育

表 5 供試魚および採集糞最

f共試魚の大きさ 投自I(景

NO 全長(吋 体重(9) (生重量9) 

1 15.94 45.0 8.13 

2 16.05 45.5 8.94 

3 13.08 24.9 6.42 

4 13.42 25.2 5.26 

放置すれば飽食量はほゾもとの状態にもどるとしてい

る。実験Iの結果は3日以上経過すれば、池換え， iJlu 

定の影響はなくなるものと推定され、石i度と類似した

結果を示している。

実験2における24時間の摂餌量は、飼育水温を24.9

-25.0
0

C (1区)， 19.9-20.0
o
C (2区)と差をつけ

て行なったが、大きな差は生じなかった。 i車j晶範囲内

摂餌景 採集糞量

(生重量g)(乾燥重量制
備 考

4.59 34.9 実験水温23.5-24.21む

6.64 24.6 

1.17 18.5 

2.15 12.5 

では飽食量は水温の上昇に伴ない増大し、空腹の程度

に左右される16)oごのことから考えると、実験前絶食

させているので、水温より魚体の空腹嬰凶がより強く

働いたものと推定される。しかし、摂餌される時間が

3-4時間(1区)， 6-8時間 (2区)と差が生じ

原因は、 2区の 5時間日にや、摂餌量が増加し、この

時刻は夕方に当るので朝夕摂官I(がf骨加する日周期が存
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個体別、時間別排糞量の変化図6

f本が摂餌することを観察している。これらのことから、

給餌時水中を降下中の餌料片に対する魚体の反応主、

水倦底に沈降して動かない餌料片に対する反応の大き

さが異なること、また投与餌料が摂餌され、結果的に

8時間以降の餌料密度が低〈在っていることの二点に

起因しているものと推察される。今後単位時間ごとに

投餌を行ない、この点を明らかにする必要があるだろ

7。

排糞時間については、 48時間で打切り、供試魚を音。

検してないので、最品約jド糞時間は把握出来なかった。

予備飼育中別個体(体重14 .4 ~18.8g .水温19.2~

19.fC)で、投餌後5日間糞のiJF泌を日数単位で観察

した結果では、 2日目まで糞が認められ、 3日目以降

は糞が観察されなかった。

平尾等19}はウナギについて水温20'Cでイワシ摺身が

9時間以内に大部分排池される。能勢却)はキンギョに

ついて 15'C で 7~8時間. 25'(; で4~5時間に糞の出

現を観察している。堀田1}はサンマについて 1回の飽

食量の消化時間は大体 9~1O時間、北御門jf(.1} 1土ブリ

在するのか、個体差によるものか、あるいは水温差に

起因しているものかは明らかでない。

給餌後30~50分にかけて累積摂餌量は一定i直に近づ

き、飽食したような結果を示している。これは石渡7}

が規定している飽食量、'1回の連続投餌によって魚群

が飽食するに要する摂餌量」に近いものと考えられる。

しかし、その後20~30分して再び摂餌が認められてい

るので、この一定値を飽食量と断定することは出来な

いであろう。

8時間以降はほとんど摂餌がみられなかったが、排

糞時間の結果から推定すると、 24時間前後までに、特

に水温の高かった 1区では、相当量の排池が行r;われ、

胃内容物も減少し、摂餌可能寺状態であったものと推

定される。しかし、実験結果ではほとんど摂餌が認め

られなかった。この原因として次の要因が考えられる。

予備飼育の段階で、 24時間前後に前日投与した残餌を

回収し、新たに餌料を投与すると良く摂餌し、この傾

向を毎日くりかえしている。また水僧底に残存してい

る餌料片が、{共試魚の移動で動かされた時、近くの魚
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若年魚について 6~8時間，ハマチについて佐藤等，22)
は27.2~ で 1~3 時間に大部分が体内を通過し、堀江原

i!3J li250Cで8時間までに全jj!，植物の40%以上が猟世

されることを報告している。

これらの結果から比較すると、ヒラメはハマチに比

較して餌料の体内移動は遅く、 jJF託止されるのに長い時

聞を変する魚種とみられる。しかし、餌料の消化時間

等は餌料の種類、水温等の飼育条件によっても変化し

てくるので、今後実験を積重ねてhく必要があるだろ

70 
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